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○
幕
別
町
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
幕
別
町
寿
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

忠
類
地
域
に
建
設
中
の
北
海
道
開
発

局
が
施
工
す
る
帯
広
広
尾
自
動
車
道
高

規
格
幹
線
道
路
工
事
の
た
め
、
上
当
近

隣
セ
ン
タ
ー
及
び
上
当
寿
の
家
が
支
障

物
件
と
な
り
、
施
設
の
位
置
を
変
更
す

る
こ
と
か
ら
、
一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
立
学
童
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
幕
別
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

あ
す
な
ろ
学
童
保
育
所
の
新
築
に
伴

い
施
設
の
位
置
を
変
更
す
る
こ
と
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
る
た

め
、
札
内
青
葉
地
区
に
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
分
室
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴

う
位
置
、
事
業
内
容
を
規
定
す
る
こ
と

か
ら
、
一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
中
小
企
業
融
資
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
に
よ
る
「
小
規
模
企
業
の
事
業
活

動
の
活
性
化
の
た
め
の
中
小
企
業
基
本

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
」

の
制
定
に
伴
い
、
幕
別
町
中
小
企
業
融

資
に
お
い
て
、
国
が
定
め
る
小
口
零
細

企
業
保
証
制
度
に
対
応
し
た
小
口
資
金

の
融
資
対
象
に
つ
い
て
、
国
の
制
度
に

合
わ
せ
て
対
応
で
き
る
よ
う
改
正
を
行

な
う
た
め
、
一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
幕
別
町
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
、

災
害
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
の
災
害

対
策
基
本
法
及
び
水
防
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
掌
事
務
、
委
員
定
数
、
字

句
の
修
正
な
ど
に
つ
い
て
、
一
部
改
正

が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

○
幕
別
町
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

「
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
古
舞
辺

地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
を
変
更
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
幕
別
中
央
地
区
暗
渠
排
水
工
事
（
そ
の
８
）
）

（
幕
別
中
央
地
区
暗
渠
排
水
工
事
（
そ
の
９
）
）

（
幕
別
中
央
地
区
暗
渠
排
水
工
事
（
そ
の

）
）

10

（
幕
別
中
央
地
区
暗
渠
排
水
工
事
（
そ
の

）
）

11

（
幕
別
中
央
地
区
暗
渠
排
水
工
事
（
そ
の

）
）

12

（
幕
別
中
央
地
区
暗
渠
排
水
工
事
（
そ
の

）
）

13

（
幕
別
中
央
地
区
暗
渠
排
水
工
事
（
そ
の

）
）

14

平
成

年
７
月
５
日
開
催
の
第
３
回

25

議
会
臨
時
会
で
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

可
決
し
、
平
成

年
７
月
８
日
に
契
約

25

を
締
結
し
、
現
在
、
施
工
中
の
も
の
で

あ
り
、
こ
の
た
び
、
概
数
の
確
定
に
よ

る
工
事
面
積
等
を
変
更
す
る
設
計
変
更

に
伴
い
、
契
約
の
金
額
に
つ
い
て
の
変

更
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会

平
成

年
第
４
回
幕
別
町
議
会
定
例
会
が
、

月
２
日
か
ら

月

日
ま

25

12

12

20

で
の

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

19
今
定
例
会
で
は
、
町
長
が
行
政
報
告
を
述
べ
た
ほ
か
、
条
例
の
改
正
等
、
補

正
予
算
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は

人
の
議
員
が
当
面
の
行
政
課
題
に
つ
い
て
、
町
理
事
者

11

に
質
問
を
し
ま
し
た
。

条
例
を
改
正

そ
の
他
の
審
議
議
案

暗渠排水工事の様子



距

ڦ議会のうごきڦ

一
般
会
計
お
よ
び
７
特
別
会
計
の

補
正
予
算
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る

議
員
研
修
会
が
、
平
成

年

月
８
日

25

11

に
中
札
内
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
「
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
と
し
て
、
富
山
国
際
大
学
客
員

教
授
の
中
屋
一
博
氏
を
招
き
、
演
題
は

「
正
念
場
の
地
方
自
治
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
た
。

中
屋
氏
は
滑
川
市
長
、
議
長
を
歴
任

し
た
経
歴
を
持
ち
、
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
が
自
治
の
原
点
」
と
述
べ
た
。

平
成

年

月
８
日
に
全
員
協
議
会

25

11

に
よ
る
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

《
忠
類
北

線
交
通
安
全
対
策
現
場
》

10

平
成

年
第
１
回
定
例
会
で
忠
類
地

25

域
公
区
長
連
絡
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
陳
情
「
町
道
忠
類
北

線
道
路
の
交

10

通
安
全
対
策
の
早
期
実
現
を
求
め
る
陳

情
書
」
を
採
択
し
、
そ
の
後
、
町
で
交

通
安
全
対
策
工
事
を
実
施
し
た
こ
と
か

ら
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

町
担
当
者
か
ら
運
転
者
に
注
意
喚
起

す
る
た
め
の
特
殊
舗
装
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

《
高
規
格
道
路
（
帯
広
広
尾
自
動
車
道
）

建
設
現
場
》

更
別
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
忠
類

大
樹
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
を
建
設
中

の
高
規
格
道
路
に
つ
い
て
、
現
場
視
察

を
行
っ
た
。

平
成

年
度
開
通
を
目
指
し
整
備
が

26

進
め
ら
れ
て
お
り
、
建
設
現
場
を
見
下

ろ
せ
る
忠
類
共
栄
牧
場
で
、
帯
広
開
発

建
設
部
帯
広
道
路
事
務
所
の
担
当
者
か

ら
整
備
概
要
及
び
進
捗
（
し
ん
ち
ょ
く
）

状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

忠類北10線交通安全対策現場

主な補正内容補正後の総額補正額会 計

消防救急無線ﾃ゙ｼ゙ﾀﾙ化共同整備事業他140億6101万3千円4億3901万3千円一 般

給料、共済費等の減35億5540万2千円△233万3千円国民健康保険

給料、共済費等の減3億2402万7千円△149万5千円後期高齢者医療

給料、共済費等の減22億8388万2千円△308万2千円介 護 保 険

時間外勤務手当の増他4億4744万2千円31万円簡 易 水 道

人事異動による人件費の補正他10億8074万4千円318万4千円公 共 下 水 道

給料、共済費等の減1億7199万5千円△26万2千円個別排水処理

給料、共済費等の減8億7169万4千円△267万7千円水 道 事 業

H

補
正
予
算
を
可
決

25

十
勝
町
村
議
会
議
員

研
修
会
に
参
加

全
員
協
議
会
に
よ
る
「
忠
類
北

線
」

10

「
帯
広
広
尾
自
動
車
道
」
現
地
視
察

高規格道路の視察



議会のうごき

鋸

【
所
管
事
務
調
査
】

○
調
査
日

平
成

年

月
９
日

25

10

○
調
査
項
目

◎
総
務
部
に
関
す
る
事
項

○
現
地
視
察

・
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
（
文
書
管
理
）
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て

○
内
容

新
庁
舎
建
設
に
あ
た
り
、
今
後
の
文

書
管
理
の
あ
り
方
及
び
そ
の
管
理
方
法

の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
」
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

【
道
内
先
進
事
例
行
政
視
察
に
つ
い
て
】

○
視
察
日

平
成

年

月

日
か
ら

日

25

10

22

25

○
現
地
視
察
お
よ
び
内
容

《
ニ
セ
コ
町
役
場
》

行
政
を
行
う
上
で
、
日
々
発
生
す
る

文
書
の
管
理
・
保
存
・
廃
棄
を
体
系
的

に
整
備
し
、
町
民
の
知
る
権
利
の
確
保

及
び
個
人
情
報
の
保
護
等
の
観
点
か
ら

シ
ス
テ
ム
化
す
る
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

《
小
樽
市
総
合
博
物
館
》

平
成

年
７
月
、
旧
小
樽
交
通
記
念

19

館
に
小
樽
市
博
物
館
と
小
樽
市
青
少
年

科
学
技
術
館
の
３
つ
の
博
物
館
を
統
合

し
開
館
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
大

幅
に
削
減
し
た
。
し
か
し
、
広
大
な
敷

地
と
豪
華
な
施
設
、
野
ざ
ら
し
に
さ
れ

た
鉄
道
車
両
の
維
持
費
は
少
な
く
な
い
。

《
恵
庭
市
図
書
館
》

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
、

誰
も
が
等
し
く
読
書
活
動
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
ぐ
る
み
で

読
書
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
豊
か
な
読
書
環
境
が
整

い
、
さ
ら
に
人
と
地
域
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
、
平
成

年
に
「
恵
庭
市
人
と

25

ま
ち
を
育
む
読
書
条
例
」
を
施
行
し
た
。

読
書
活
動
を
通
じ
て
、
人
と
地
域
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
企
画
や
ま
ち
じ
ゅ

う
図
書
館
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

《
㈱
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
（
札
幌
市
）
》

公
的
な
公
平
性
と
信
頼
性
、
民
間
の

経
営
手
法
と
技
術
力
を
併
せ
持
っ
た
第

３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

自
治
体
が
ク
ラ
ウ
ド
（
外
部
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
共
同
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
）

を
導
入
す
る
に
は
不
安
要
素
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
先
進
的
に
取
り
組
む
事
例

を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

《
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
つ
た
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
の
会
（
石
狩
市
）
》

住
み
慣
れ
た
厚
田
の
地
で
安
心
し
て

住
み
続
け
る
事
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
図
る
と
共
に
、
日
常
生
活
を
支

援
し
住
民
の
健
康
増
進
、
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
し
た
。

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
移
送
・
除
雪
共

に
利
用
率
が
高
く
、
地
域
の
高
齢
者
や

交
通
弱
者
に
喜
ば
れ
る
事
業
運
営
が
さ

れ
て
い
る
。

《
北
海
道
三
笠
高
校
》

平
成

年
を
最
後
に
生
徒
の
募
集
を

21

停
止
。
行
政
が
中
心
と
な
り
、
市
高
校

問
題
対
策
協
議
会
を
設
置
、
市
立
高
校

と
し
て
の
存
続
を
決
定
し
、
平
成

年
24

春
に
道
立
高
校
か
ら
市
立
高
校
に
転
換

し
、
食
物
調
理
科
（
定
員

名
）
が
開

40

設
さ
れ
た
。

《
砂
川
地
区
広
域
消
防
組
合
》

平
成

年
４
月
１
日
に
従
来
の
砂
川

24

市
、
奈
井
江
町
、
浦
臼
町
に
上
砂
川
町

が
加
わ
り
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

広
域
化
に
よ
り
、
出
動
体
制
を
含
め

組
織
強
化
が
実
現
し
た
。

ま
た
、
合
理
的
な
予
算
執
行
に
よ
り

財
政
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
な

ど
、
各
自
治
体
の
地
域
性
や
特
性
を
生

か
し
た
中
で
消
防
力
の
強
化
・
消
防

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
可
能
と
な
っ
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会
・
所
管
事
務
調
査
・
道
内
行
政
視
察
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

寺崎教育部長から条例制定に

至った背景等の説明を受ける

市立高校への転換に至る背景及

び経過等について説明を受ける



漁

議会のうごき
【
所
管
事
務
調
査
】

○
調
査
日

平
成

年

月
４
日

25

10

○
調
査
項
目

◎
民
生
部
に
関
す
る
事
項

・
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

○
現
地
視
察

・
社
会
福
祉
法
人
ひ
ま
わ
り

・
㈱
ミ
ラ
ー
タ
イ
ム

・
㈱
ピ
ッ
チ
＆
パ
ッ
チ

○
内
容

町
に
お
け
る
障
が
い
福
祉
施
策
に
つ

い
て
の
調
査
及
び
町
内
の
主
な
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
つ
い
て
現
地

を
視
察
し
、
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
現

状
と
課
題
を
調
査
し
た
。

【
道
内
先
進
事
例
行
政
視
察
に
つ
い
て
】

○
視
察
日

平
成

年

月

日
か
ら

日

25

10

29

31

○
現
地
視
察
お
よ
び
内
容

《
旭
川
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
》

地
震
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
な
災

害
等
か
ら
、
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
守
る
た
め
の
各
種
機
能
を
有
す

る
ほ
か
、
平
常
時
に
は
防
災
に
関
す
る

研
修
、
訓
練
の
場
、
ま
た
地
域
住
民
の

防
災
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

「
旭
川
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
計
画
」

や
、
災
害
発
生
時
に
使
用
す
る
収
納
・

備
蓄
物
の
内
容
や
工
夫
点
（
資
機
材
を

搬
出
し
た
後
は
入
浴
場
と
な
る
な
ど
）

な
ど
説
明
を
受
け
た
。

《
旭
川
市
近
文
清
掃
工
場
・
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
、
近
文
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
》

近
文
清
掃
工
場
の
可
燃
ご
み
焼
却
余

熱
に
よ
り
発
電
や
蒸
気
供
給
が
行
わ
れ

て
お
り
、
発
電
は
自
工
場
だ
け
で
な
く

同
一
敷
地
内
に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
と
近
文
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に

供
給
さ
れ
、
売
電
も
行
わ
れ
て
い
る
。

蒸
気
は
近
文
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
温
水
プ
ー
ル
）
や
敷
地
内
の
ロ
ー

ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

可
燃
ご
み
処
理
が
市
民
の
生
活
に
有
効

に
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

《
社
会
福
祉
法
人
あ
か
し
あ
労
働
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
旭
川
市
）
》

平
成
９
年
に
社
会
福
祉
法
人
化
さ
れ

て
お
り
、
北
海
道
で
初
の
身
体
障
が
い

者
・
知
的
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者

が
共
同
で
利
用
で
き
る
合
築
に
よ
る
通

所
授
産
施
設
で
あ
る
。

開
設
か
ら
の
活
動
内
容
や
施
設
体
系

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
施
設
見
学

を
行
い
、
通
所
者
や
生
活
支
援
員
等
が

共
同
で
作
業
に
取
り
組
む
様
子
を
視
察

し
た
。

《
砂
川
地
区
保
健
衛
生
組
合
（
ク
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
く
る
く
る
）
》

砂
川
市
、
歌
志
内
市
、
上
砂
川
町
、

奈
井
江
町
、
浦
臼
町
の
５
自
治
体
か
ら

集
め
ら
れ
た
生
ご
み
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス

を
発
生
さ
せ
、
４
機
の
ガ
ス
発
電
機
に

よ
り
発
電
が
行
わ
れ
て
い
る
（
主
に
施

設
内
で
利
用
）
。
余
っ
た
ガ
ス
は
ボ
イ

ラ
ー
で
燃
焼
し
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン

グ
等
に
利
用
し
、
処
理
後
の
残
渣
は
土

壌
改
良
材
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
粗
大
ご
み
の
修
繕
が
可
能
な

も
の
は
、
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
修
理
さ
れ
、
住
民
に
定
期
的
に

販
売
会
が
開
か
れ
、
販
売
さ
れ
て
い
る
。

可
燃
ご
み
は
歌
志
内
市
の
施
設
で
焼

却
し
、
発
電
・
売
電
を
行
っ
て
い
る
。

《
東
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
も
も
ん
が
の

家
、
「
君
の
椅
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
》

幼
保
一
元
化
施
設
で
あ
り
、
保
育

園
・
幼
稚
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
３
つ
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

職
員
体
制
が
園
児
約
２
５
０
人
に
対

し
、
担
当
課
の
職
員
は

人
体
制
と
手

60

厚
く
配
置
さ
れ
て
お
り
、
保
育
料
の
設

定
も
国
の
基
準
よ
り
低
い
だ
け
で
な
く
、

複
数
子
ど
も
の
い
る
世
帯
に
む
け
た
軽

減
措
置
も
手
厚
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会
・
所
管
事
務
調
査
・
道
内
行
政
視
察
）

民
生
常
任
委
員
会

消防指令センター

「君の椅子プロジェクト」

「生まれてくれてありがとう」、「君の居場所

はここにあるからね」をコンセプトに、誕生

100日目に町から椅子がプレゼントされる。



【
所
管
事
務
調
査
】

○
調
査
日

平
成

年

月

日

25

11

12

○
調
査
項
目

◎
水
道
部
、
建
設
部
に
関
す
る
事
項

・
耐
震
性
貯
水
槽
に
つ
い
て

・
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
つ
い
て

・
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て

○
現
地
視
察

・
稲
士
別
橋

・
町
営
春
日
東
団
地

・
道
営
あ
お
ば
団
地

○
内
容

耐
震
性
貯
水
槽
の
し
く
み
、
橋
梁
及

び
公
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
現
地
視

察
を
行
い
、
現
状
の
把
握
及
び
課
題
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

【
道
内
先
進
事
例
行
政
視
察
に
つ
い
て
】

○
視
察
日

平
成

年

月
９
日
か
ら

日

25

10

11

○
現
地
視
察
お
よ
び
内
容

《
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
網
走
建
設

管
理
部
遠
軽
出
張
所
》

平
成

年
３
月
２
日
に
起
き
た
オ

25

ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
３
人
を
含
む
、
９
人

が
死
亡
し
た
暴
風
雪
の
災
害
現
場
で
当

時
の
状
況
等
の
説
明
を
受
け
た
。

今
回
の
暴
風
雪
被
害
を
踏
ま
え
て
、

札
幌
管
区
気
象
台
は
「
視
界
が
全
く
き

か
な
い
」「
吹
き
だ
ま
り
で
車
が
動
け
な

く
な
る
」
と
最
大
級
の
警
戒
を
呼
び
掛

け
る
吹
雪
で
は
、
被
害
を
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
よ
う
表
現
を
改
め
た
。

ま
た
、
北
海
道
は
道
道
に
太
陽
光
発

電
設
備
を
使
い
緑
色
の
発
光
線
を
だ
し
、

濃
霧
や
地
吹
雪
の
天
候
時
で
も
車
道
と

歩
道
の
境
界
を
運
転
者
が
認
知
で
き
る

よ
う
矢
羽
根
の
直
下
を
照
ら
す
な
ど
、

新
技
術
の
導
入
で
安
全
対
策
を
進
め
て

い
た
。

《
東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
オ

ホ
ー
ツ
ク
実
学
セ
ン
タ
ー
（
網
走
市
）
》

地
域
活
性
化
の
未
来
を
担
う
人
材
育

成
・
人
材
交
流
の
拠
点
づ
く
り
を
目
指

し
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
産
・
学
・
官
・
民
連
携
に
よ
り
、

地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
発

揮
し
、
地
域
産
業
の
発
展
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や

活
性
化
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
方

向
を
学
び
、
視
察
し
た
。

《
鶴
居
村
役
場
》

人
口
の
推
移
に
つ
い
て
、
特
に
高
齢

化
率
（

歳
以
上
）

％
で
あ
る
が
、

65

27

平
成
９
年
３
月
人
口
２
５
０
０
人
を
下

限
と
し
、
平
成

年
３
月
２
５
１
２
人

25

を
維
持
し
て
い
る
。

対
策
と
し
て
、
釧
路
市
近
郊
を
生
か

し
、
下
幌
呂
夢
の
杜
団
地
第
１
期
か
ら

第
３
期
造
成
や
中
幌
呂
地
区
分
譲
地
事

業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

定
住
・
移
住
者
の
年
代
別
で
は

歳
20

代
か
ら

歳
代
が

％
を
占
め
、
釧
路

50

89

か
ら
車
で

分
と
い
う
通
勤
圏
で
あ
る

20

地
の
利
を
生
か
し
て
い
る
。

《
道
新
総
合
印
刷
釧
路
工
場
》

地
域
の
生
活
情
報
か
ら
世
界
の

ニ
ュ
ー
ス
ま
で
、
確
か
な
取
材
、
的
確

な
編
集
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
配
達
を
目

指
し
、
毎
時

万
部
の
高
速
輪
転
機
、

15

カ
ラ
ー

ペ
ー
ジ
の
印
刷
に
対
応
し
て

16

い
る
。

釧
路
工
場
に
は
免
震
構
造
が
採
用
さ

れ
て
お
り
、
大
地
震
が
来
て
も
地
盤
の

激
し
い
揺
れ
が
建
物
に
は
わ
ず
か
し
か

伝
わ
ら
な
い
仕
組
み
で
、
地
震
後
数
秒

で
建
物
の
揺
れ
も
収
ま
る
よ
う
に
つ
く

ら
れ
た
。

免
震
装
置
と
免
震
建
物
用
エ
キ
ス
パ

ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
と
の
組
み
合
わ

せ
で
、
「
地
震
の
揺
れ
を
建
物
に
伝
え

な
い
」
、
「
建
物
の
重
さ
を
し
っ
か
り
支

え
る
」
、
「
揺
れ
を
小
さ
く
し
、
揺
れ
を

早
く
抑
え
る
」
、
「
建
物
を
元
の
位
置
に

戻
す
」
と
い
う
役
割
を
な
し
、
新
聞
発

行
と
い
う
事
業
継
続
性
の
確
保
を
行
っ

て
い
る
。

禦

議会のうごき

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会
・
所
管
事
務
調
査
・
道
内
行
政
視
察
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

車道と歩道の境界を照らす

視線誘導柱

鶴居村議会松井議長からの説明
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